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$

五

卷

(

！
三
七
八)

.

赖

錄

經

博

史

研

究

！

2

統
ぃV

'
ゐ
を
が
政
に
マ

V

夕
ス
に
就
て
は
其
の
機
會
じ
讓
り
た
い

W

思 

ふ
。
大
正
十
雄
九
月
十

1

日
縦
了
：
：

經

濟

史

研

究

に

就

い

て

®

) 

野

.
村

兼

大

郎

九

唯
物
史
觀
に
就
い
て
論
ホ
る
に
當
ク
て
、先
づ
シ
ュ
タ 

ム
ラ
I

の
論
文

「

唯
物
史
觀

」

を
紹
介
す
る
こ
ど
は
必 

♦

し
も
無
用
な
こ
ビ
で
は
あ
る
ま
い

W

思
ふ
0

3

シュタ 

ム
ラ
I

は
最
初

R

先
づ
此
の
學
說
の
太
要
を
說
明
し
て 

居
る
。

.

「
1
"

人
類
社
倉
の
基
释
：歴
史
の
唯
物
的
觀
察
は
次

ぎ
の
如
き
命
題
か
ら
出
敬
す
る
。
：即
ふ
生
產
及
び
生
産

£

 S

で
其
の
生
産
物
の
交
換
ご
が
す

%

て
；の
社
會
狹

序
の
根
本
で
あ

タ

云
こ
と

。
；
®

史
的
R

進
涉
す
る

を
社
會

f
c
,
於

ぃ

て

、

生

産

物

の

分

，配

及

ぴ

^
^
れ

と

共

に 

階

級

若

し

（

は

階

段

に

；於
一

#
:

る
社
會
組

®

は
.：

何

を

生

養

レ；.；

鎭
更
す
ろ

6

ぱ
、
必
然
度
ち

R

間
題
.ど
な
る
敏
會
の 

規
定
さ
れ
た
る
形
式
は
變
化
を
生
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な 

い
。：：：
，

」

：.

.

:

い

-ン 

「

此
の
K

か
ら
唯
物
史
觀
は
人
類
の
歷
史

.
に
於
い

.て
，
 

制

足

，さ

れ

：る

社

會

生

活

の

合

法

性

を

生

タ

る

。

そ

れ

と 

共

に

後

展

史

的

見

地

が

把

持

さ

れ

る

。
社
會
的
秩 

序
の
經
濟
的
土
齋
は
決
し
て一

楚
不
動
の
狀
態
こ
し
て 

理
解
さ
れ
な
い
。
却
ウ
て
絕
え
ざ
る
流
に
於
い
て
理
解 

さ
れ
る
3

是
等
の
蓮
動
は
自
然
科
學
的
方
法
.に
於
ぃ
て 

追
求
.さ
れI

I

め
ら
れ
る
？
同
様
に
'

i

般
に
社
會
變
化
の 

必
然
的
經
過
を
生
じ
、
又
同
じ
ぐ
歷
史
的
觀
察
於
い 

て
も
乂
近
き
將
來
の
考
察
於
い
て
も
社
舍
雜
濟
的
發 

鹿
の
確
實
な
る
，倾
向
を
豫
想
す
る
や
ぅ
に
"
な
る
。

「

故

に

社

會

生

活

に

於
：：，

ポ

經

濟

現

象

は

外

的

現

象

に 

適
應
ず
る
。
社
會
雜
濟
的
現
#

は
'社

會

的

.唯

物

主

義

に 

從

：
へ
：
ぱ

自

然

的

形

成

物

.で
あ
る
：。
是
等
は
鼓
生
し
動
き 

旦
づ
.變
化
し
.沒
落
す
る
：。

h
i

0
^
0
 ̂

(

ニn 
七
九〕

、
' 

:.

靖

十

號

1
!

八

し

> 

如

何

に

生

産

し

、

又
，産

物

を

如

何

に

分

配

ず

る

か 

ビ

云

ふ

こ

す

に

適

應

す

る

こ

ご

か

ら

出

發

す

る

。

「

人
類
は
是
k

依
れ
ぱ
社
會：

的
本
能
を
有
-す
る
生
物 

で
あ
る
。
其
の
同
類
ビ
永
續
的
社
交
性
に
動
か
ぶ
れ
る 

衝
動
を
具
へ
て
居
る
。
f

此
の
祿
會
的
銜
動
R

従
ふ 

こ
ざ
は
更
に
生
存
麓
爭
じ
適
應
す
る
こ
ご
に
な
る
。

:
「

故
に
す
ベ
て
の
社
會
觀
察
は
終
局
に
於
い
て
社
會 

經
濟
の
種
顔
に
這
入
る
。：
人
頓
の
す
ベ
て
の
社
會
的
#

在
の
定
れ
る
根
抵
は
彼
等
の
生
活
の1

般
的
生
産
で
あ 

る
'
 

す
ベ
て
の
®
♦

的

變

化

の

最

後

の

原

因

は

其

の

.時 

代
の
雜
濟
の
中
に
求
め
ら
れ
る
。

「
就

中

あ

る

國

民

の

法

律

は

、
此

の

學

說

從

へ

ぱ

經
 

濟

的

關

係

の

特

殊

に

依

ジ

て

條

件

づ

け

ら

れ

る

。
そ

れ

i 

;

は

社

會

經

濟

的

生

産

方

法

に

依

存

ず

る

。
社

會

的

經

濟 

は

實

際

的

现

實

の

社

會

生

活

で

Q

i

又

法

律

的

及

び 

政

治

的

上

層

構

造

を

築

上

げ

.る

根

抵

を

形

成

す

る

。
苦 

此
.の

社

會

激

濟

め

根

抵

が

满

，め
8

類

を

本

質

的

に

研

究

す

ぺ

，.
き

過

舞

で

が

る

。

全

®

R

.於

：
い

.
て

是

等

は

人
 

類

の

社

會

存

狂

の

資

料

で

あ

：る
。

人

類

の

生

债

*>0

0

0

锁‘;

,
:
v
に
.於
い
て
是
は
其
の
蓮
動
を
說
明
す
る
。
故
に
社
會 

生
活
の
科
學
的
觀
察
は
結
局
化
於
い
て
觉
R

經
濟
的
現 

I

象
の
合
法
的
研
梵
に
歸
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

ニ
、

經
濟
的
關
係
の
反
射
.

し
て
の
社
®

觀
意
.

\

，吾
人
は
恰
も.

S

會
的
唯
物
主
義
が
社
倉
徵
展
の
重
要
な 

る

起

源

ヒ

レ

て

鯽

占

；的

に

『

物

質

的』
S
M

を
採
シ
、
之
. 

\

に

反

じ

て

理

想

的

要

因

が

人

類

の

藤

史

め

過

福

に

於

い

，：
 

\

て

最

大

の

利

書

及

，び

有

力

な

る

作

用

た

る

こ

ご

.̂

.

1
 

若
し
く
は
看
過
す
る
か
の
.
如
：§

迷
：誤
に
®

々

出

會

す 

る
。
是
は：

一0

根
據
な
き
臆
：説
で
あ
る
。

™

「

唯
物
史
料
は
'廣
義
於
け
る『

觀
念』

の
從
ふ
ベ
き
意
.

:

義
を
碟
め
な
い
の
で
は
：な
い
。
人
類
の
表
：象
及
び
努
力
，
 

•
に
於
い
て
1

的

目

的

の

：現

出

を

资

認

ず

る

も

で

.も 

な

く
>

又

：
斯

く

の

，
如

ぎ

®

念

が
®

々
藤
史
的
に
現
在
の
. 

す
べ
：：て
，自
然
科
學
的
、に
，

法
律
；赠
化
に
：對
し
て
重挺

®
:

理
由
：で
あ
'々
、
又
银
に
理 

»
 

0
 

.

經
鬆
研
究
，

L
i

統
い
て
' 

.:せ
，.

，第

十

鍵

ニ

-
九
‘

#
I



f\
1

li

I
I;

(

ニi
j

八
o

)

雜

.
0 

’經

徽
お
研
究
u

‘就
いV

第
十
總

ご
5

8

由W
:

な
ウ
た
事
賞
を
無
視
す
る
も
，の
で
は
；み
い
。
悠
し 

唯
物
史
觀
は
人
類
の
表
象
がi

n

悪
を
超
越
し
て
、
も
れ 

自
身
の
爲
め
じ
第
.
一
の
確
®

‘な

る

世

界

に

.於

い

て

獨

立 

の
存
ぼ
を
有
レ
> 
そ

れ

に

第

.

一 :1

の

分

離

せ

る

：因

果 

蘭

係

：ほ.獨
自
の
發
展
を
有
す
る
こ
で
に
就
て
はT

政
一 

す
る
、
文
時
々
道
求
す
を
理
想
的
目
的jsi

社
會
衝
動
の 

最
後
の
原
因
で
は
な
く
し
て
？
^

れ̂
自
體
は
1
定
の
社 

會
經
濟
の
反
照
ご
し
て
生
や
る
こ 

'
ざを
唯
物
史
觀
は
主 

張
す
る
。
，：
：

，：

: 

.
.1 

「

故
.に
此
の
減
察
の
立
場
に
於
い
て
唯
物
史
觀
は
ニ
個
一 

の
照
則
に
分
か
た
る
。
，
 

一
 

「
(

1)

^

は̂
單
に
ニ
兀
的
®

驗
で
あ
る
"
す
；へ
て
の
，出
来 

事
は
同
，

1

の
時
問
系
統
に
於
い
て
な
シ
れ
る
。
而
し
ヤ
ノ 

ニ
個
の
.實
隙
に
離
：̂

時
間
®

類

(
z
e
i
t
a
r
t
e
n
)
y

於
い
；
 

て
賀
量
的
に
稲
々
の
因
果
述
激——

恐
ら
く
物
質
の
爲
；
 

めの

〜

觀
念
の
爲
め
の
を
進
ま
な
一
い

。

.

れ

で

あ

る

か

も

哺

御

觀

は

結
！！！̂

す
，％
て
の
科
學

的
經
驗
認
識
の
主
，旨£

1

取

に一

激
し
て
居
る
。
即
ち 

先
'
づ
唯
物
主
義
の
特
質
を
保
有
す
る
" 

' 

「

{

2)

社

會

生

：活

の

爲

め
0

資
科
'

(

社
會
雜
濟
¥

述 

動

(

經
濟
的
現
象)

と
は
填
に
5

な
る
且
つ
起
ゥ
f
t

か 

の
ざ
し
て
觀
察
さ
れ
得
る
，こ
す
、
之
に
.反

し

.て

社

會

觀 

念

、

表

象VJ

希

望

：タ

は

社

會

的

經

濟

及

び

其

の

，眞

の

緯
 

化
に
合
法
，

依
存
す
る
；て
ふ

‘意
見
を
稀
入
す
る
。

「

是

は

す

で

に

人

類

の

藤

史

'の

飢

椒

な

る

經

驗

1
2
：

於

い
 

て

一

臀

さ

れ

る

ま

遊

牧

の

K

は
土
地
私
有
財
漆
の
位 

せ
る

.農

民

ヒ

.は
正
ビ
善
プ

i

に

就

い

て

遂

ウ

た

表

象

を

有
 

す

る

。

大

商

人

W

小

字

工

業

*

ざ

も

異

な

る

。
，
若

し

く
 

は

狩

獵

的

爭

鬪

的

獨

逸

人

ロ

資

本

主

義

的

生

産

.手

段

の
 

.
企

業

家

勞

働

者

ビ

も

相

反

ず

る

、

，-

 

,

「

こ〜
に
於
い
て
人
類
の
藤
史
の
觀
念
的
.要
素
は
動
け 

‘
る
過
描
の
隣
接
せ
る
原
因
で
ぁ
る
が
ベ
辦
い
濟
的
現
象
®
 

最
後
に
於
い
て
從
ふ
'ベ
さ
法
則
は
依
存
す
る
ご
す
る
な 

一
ら
ば
：、.

物
史
觀
の
重
要
な
：る
化
表
ご
の
此
め
M

係
を

I

1

I
I
!

! .

I

[

f
 

!

股
的
精
®

塊
象
は
人
類
の
歷
史
に
於
け
る
，經
濟 

的
關
係
の
.反
射
的
摸
過
ぎ
な
い
ビ
云
ふ
こ
ビ
に
依 

ザ
て
說
明
す
る
。
そ
れ
は
經
濟
現
象
0

反
射
作
用
で
あ 

H
-
?社
會
經
濟
狀
態
の
眞
賞
‘化
の
映
#

で
あ
る
。
存
在 

し
た
る
又
来
た
-
 ̂cv

>

あ
る
社
愈
の
：實
際
的
發
逢
に
此 

の
形
式
を
十
分
用
ひ
；る
と
> 

人
類
の
社
會
生
活
に
際 

し
進
步
的
觀
察
は
出
ず
る
丈
け
取
し
ぐ
後
者
の
合
法
的 

種
類
に
く 

T

J

ビ
は
出
账
や
，
却C

V

て
是
等
は
す
で
に 

誉
か
れ
た
る
人
類
の
藤
史
が
囘
顾V

す
る
ざ
こ
ろ
で
、は 

靓
濟
的
現
象
の
流
出
物
ご
し
て
の
階
厳
爭
鬪
に
依
っ
て 

定
め
ら
れ
る
妙
.
.

' 

. 

, 

;

「

三
、堆
物
史
觀
の
科
學
的
蕭
義
。
こ
>
 

に
述

X

た
る

制
皮
0

創

設

者

，は

力

チ

v
?
:
t
:

ダ
ク
ス
で
あ
る
？
彼 

は
へ
ー
グ
ル

.
學

滅

か

ら

出

：セ

 

>
 
近
頃
彼
及
び
彼
の
學
說 

が
へ
I

グ
ル
r
^
h
y
力

\

ト

依

存

す

る

W

主
張
さ
れ
る 

が
"

是
は
現
在
の
.文
獻
的
事
實
に一

,致
す
る
も
の
で
は
. 

な
い
。
T

ル
クt

<
;

は
元
來
ヘ
I

グ
ぞ
に
：依
っ
て
,
施

れ
ね
哲
學
的
方
法
の
纖
從
者
で
あ
る
。
彼
は
盤
敏
な
6 

. 

研
究
に
於S

て"

鯽
自
の
思
索
を
以
ウ
て
自
由
R

形
成 

し
，
彼
自
身
め
根
本
の
社
：會
哲
摩(

時
間
的
R

第
，！ 

R
 

其
の
名
稱
を
使
用
し
た)

を
創
設
し
た
。
五2
人
が
を
れ 

に
就
^
^
て̂
他
の
も
の
、
影
響
を
觀
察
し
得
る
な
ら
ぱ
、

力
ン
ト
め
起
越
的
哲
學
か
ら
發
ず
る
も
の
.で
な
ぐ
、
寧 

ろ
自
然
教
學
的
微
生
論
の
方
法
.に
基
ぐ
も3

^

で
あ
る
0 

, 

.然
し
，̂
ら
吾
人
は
又
，慎
重
に
評
價
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。

マ
ル
ク
ス
£

の
創
造
的
精
#

で
あ
ウ
た
。
彼
が 

常
に
激
勵
を
得
し
と
こ
ろi

-
T

獨

自

の

思

索

.に

於

い

て 

是
等
を
推
敲
し
、
新
し
き
も
の
か
ら
形
成
し
た
。
彼

は

歴

. 

史
に
於
い
て
流
轉
せ
る
人
類
の
社
會
生
活
を
調
a

す
る
t
 

彼
自
身
の
根
本
的
問
®I

す
し
て
唯
物
史
鶴
を
劍
進
し 

ど

。
彼
は
此
の
主
服
の
下
で
一
般
i

始̂
め
て
；̂
f
2史
の
- 

^

學̂
的
s

察

>
^
:
可

能

な

ら

し

め

 

る
根
本
的
方
法
と5HC,. 

是
^

說̂
明
じ
た
。
若
し
も
彼
が
へ
L

グ
ル
の
術
語
を
避 

け
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
唯
最
早
生
き
て
居
な
い
世
擴
を

第
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想
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二K
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藍
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1

i
i

镇
十
五
想(

I
H八
3

雜
錄
雜
霞
研
究
に
就
い
て

ニニ！

ぐと'；

'rX

想
®

す

を

の

み

で

あ

つ

-
^
。
若

し

も

彼

の

哲

學

の

文

章
 

3̂

じ
批
判
主
義i

i
-
r

政
す
るS

を
發
覓
す
る
な
ら
、
兩 

者
の
撒
向
が
同
一
目
的
を
明
か
に
見
ん
と
ず
る
故
に
過 

ぎ
な
い
。
即
も
佩
が一

元
断
にIT

合
法
性』

で
あ
る
か
ざ 

云
ふ
問
題
の
克
服
に
-
一
政
し
た
の
で
あ
る
。

.

「

此
の
問
題
，R
沒
頭
す
る
こ
ビ
に
於
い
て
マ
ル
.
ク
ス
の
. 

唯
物
史
觀
は
結I

g

彼
以
前
の
大
哲
學
的
思
索
家
の
根
本 

.
m

0
^
m

け
る
も
の
で
あ
る
。
彼
，ね
造
を
其
の
他
に 

原
則
の
間
赠
を1

般
じ
避
W

始
め
た}

時
期
に
於
い
て 

な
し
.

。̂
.人
は
邀
を
'打
す
て〜

全
く
他
人
？̂
究
ほ
任
し 

,
H

自
然
科
學
は
か
を
危
臉
な
し
は
な
す
を
得4

^

り
..，
 

を
れ
に
は
確
賞
な
る
基
礎
ざ
是
認
さ
れ
れ
週
去
の
方
法
'

'
と
は
す
で
；

5̂

明
白
；
さ
れ
確
實
じ
さ
れ
め
>。，紙
會
科
學 

S
チ
い
て
は
全
く
逮
ジ
て
居
る
。
そ

こ

自

然

$-認
識 

に
脚
係
し
で
居
ろ
社
會
生
活
の
合
法
的
經
過
が
蒋
も
て 

居

こ

は

尙

.ほ
十
分
に
硫
實
じ
さ
れ
な
か
ウ
た
。
若 

V
も
吾
人
が
そ
れ
を
M
題
と
-:

>

て
離
し
て
黨
：い

な

ら

1

層
疑
れ
じ
い
ぐ
を
れ
は
出
来
る
ま
け
多
く
の
個
々
の 

材
料
を
宽
盤
し
"
是
ど
敷
十
ぜ
間
作
成
す
る
こ
ど
に
科 

學
的
努
力
の
主
た
る
任
務
が
存
す
る
t

主
張
す
る
傳
者 

を
生
じ
れ
。
然
し
乍
ら
此
の解

！
：

も
尙
ほ
此
の
個
々
の
& 

研
究
が
其
の
主
張
.す
る
資
格
を
読
明
す
る
原
則
及
び
そ 

れ
.を
ほ
は
んV

す
る
方
法
を
暗
に
假
定
し
て
屈
る
，。
此 

の
，：學
者
の
避
け
難
い
困
難
'を
始
終
增
加
す
る
度
合
で
歷 

史
家
、：經
濟
學
裁
"
及

び

法

律

家

は

如

何

し

て

も

返

.に
彼 

等
の
科
學
的
活
動
の
根
本
R
.綱
し
て
相
偶
し
た
知
識
>
, 

意
見
の
，發
表
に
進
め
て
行
り
た
？
然
し
乍
ら
此
の
深
遠 

な
問
題
を
さ
ぅ
偶
然M

完
成
す
る> 
^ど
は
出
來
な
い
。
 

精

肿

的

研

究

の

，鋭
&

集
中
を
必
要
ビ
す
る
.

「

唯
物
あ
職
は
此
の
'際
此
の
欠
陥
を
補
つ
だ
。
唯
物
お 

觀
は
此
會
生
活
の
合
法
性
に
批
判
的
自
覺
を
向
け
た
厳 

の
學
說
で
ぁ
つ
た
"
こ
れ
科
學
の
曆
史
に
於
け
る
其 

の
地
位
で
あ
る
。

「

何
故
に
'
:マ
：れ
ク
ス
が
其
の
社
會
唯
物
主
義
の
舉
ぎ
に
ト

a i

匿

が
觀
念
.及
び
思
想
じ
又
藝
術
及
び
料
學
の
出
廢
點
に
强 

を
影
響
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
ビ
U

偶
然
に
も
彼
以 

前
に
す
で
じ
强
調
さ
れ
れ
。

一「

然
し
乍
ら
斯
く
の
如
き
狭
い
觀
察
に
於
い
て
ぱ
唯
物 

ま
觀
を一.

の
社
愈
哲
學W

し
て
取
极
は
な
か
つ
な
。
彼 

0
0
0
に
は
一
般
の
合
法
性k
:綱
す
る
必
要
な
る
思
索 

及
び
.社
會
藤
史
的
事
仲
を
理
解
す
る
に
無
條
伸
の

I

元 

的
ホ
法
"
^
^
が
存
し
て
居
る
。
；：此
の.

：：}

.元
K
向
ふ
努
力
、
，
 

即
ち
社
會
科
學
的
認
識
の
全
體.の
方
向
は
一
般
に
、
經 

濟
要
因
が
藤
史
に
^
い
相
當
大
な
る
影
響
が
ぁ

0

た 

や
ぇ
.に
思
ね
タ
 

> こ
ざ
K
少
し
も
論
及
-
^
,
な
い
，マ
ノ
唯 

物
史
觀
を
ま
明
ず
る
こ
ざ
で
ぁ
：つ
た
。

J

唯
物
史
觀
の
完
成
は
：1

八
四
0

年
代
で
め
つ4:̂

。

マ. 

ル
ク
：ス
は
最
机
其
の
：

I

八
吗
五
リ
六
年
の
を
に
し
な
か

0

力
{
今
は
減
レ
て
し
ま
っ
れ)

原
稿
に
又H

ン
...ル
ス 

ど
の
共
著
に
於
い
て
唯
物
化
®

を
確
定
し
た
。
マ 

>,ク 

と
ブ
ス
は
決
し
ャ
彼
の
社
會
哲
學
の
十
分
な
る
論
辯
、
系
統 

的
說
明
を
公
に
し
な
れ
◊
た
。
彼
は
こ、

； tsl

問
組V

J

な 
I

れ
る
思
想
を
最
も
撒
底
的
に
經
濟
學
批
判
の
序
文
に
：於 

い
て
"

次
い
で
プ
V
I
'ド
ン
に
對
す
る
反
®
及
び
小
論 

文
R

そ
，こ
こ
/
に̂
，論

セ

ね

。

「

資

本

論」

は

今

日

の

經

濟 

)

跌
序
を
分
析
レ
た
ゎ
0

で
根
本
的
社
會
哲
學
の
演
棒
を 

\

給
す
る
ネ
の
で
は
，な
い
が
、
極
め
て
僅
に
社
會
唯
物
主 

ノ
義
：の
原
則
的
論
辯
を
發
見
ず
.る
"

「

か
：，な
b

後
に
な
つ
て
新
學
說
は
廣
く
傳
播
さ
れ
た
0 

此
の
事
は
主
と
し
て
フ
ジ
I

ド
リ
ツ
じ
.H

ン
グ
ル
ス 

-
め
行
動
に
依
っ
て
生
じ
？：

T
:

就
中
彼
は
唯
物
®
觀
の
思 

想
を
デ
ュ
I

?
ン
グ
對
す
る
論
：爭
女(

I

八
七
八
年
ツ 

及
び
他
の
諸
論
文
に
於
い
て
繰
返
レ
て
論
じ
.て
居
る
0 

.
彼
の
說
明
は
社
會
唯
物
主
義
0

原

則

の

復

寫

で

ぁ

る

"
：

.

今
日
の
#

考
の
最
初
の
手
引
に
後
は
れ
る
。

,

! 

,
 

.
 

.
 

.

.

. 

■
 

: 

■
 

; 

‘
 

.

.

.

.
 

■■
: 

.
 

/
 

.
 

.
 

■
 
■
 

■
 

■
 

.

於
い
て
先
驅
激
を
有
た
な
か
ジ
ね
か
ヒ
云
ふ
Y〕

ビ
に
就 

い
明
示
さ
れ
る
。
法
律
の
形
成
が
根
本
的
經
濟
に
，依
.

,

，
つ

て

決

め

ら

れ

る

i

K
ふ
が
如
<
>
輕
濟
生
活
の
特
質

银
十
東
想〈

5

5

3

.

.
，
雜
錄
經
菜
研
律

U

就い

%
十
號

1 

ニ 
H
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i

i
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二！八
四

)
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0 

0

鎮

ま

I
L

L

就

い

/ 

第

十

號

ニ

 

S

 

.
是

等

雨

8

の
.

S

此

の
i

s

い
て
§

な

る

「

す

べ

て

S

S

の
科
S

倾

向

を

署

及

び

近

き

奢

作

及

び

論

文

に

於

い

て

敎

へ

ら

れ

得

る

か

y
j

云
ふ
こ 

ざ
は
，常
；k

此

の

論

辯

の

根

底

を

注

意

す

る

。

.

「

四
、
近
世
獨
逸
社
會
主
義
-
唯
物
史
觀
の
見
地
か
£
 

入
類
の
歷
史
を
料
學
的
に
了
解
し
や
ぅ
ビ
多
ぐ
の
研
究 

が
な
さ
れ
た
。
確
に
偏
爱
的
ね
此
の
向
の
學
徒
は
文 

明
の
始
源
に
適
用
し
、
.家
族
、
私
有
財
産
及
ぴ
國
家
の 

後

達

じ

駒

し

今

日

の

意

味

に

於

い

て

明

瞭

な

.る

槪

忿

を 

與：

へ
ん
ど
企
て
た
。
然
し
乍
ら
彼
等
は
其
め
根
本
的
方 

法
を
今
日
に
も
又
他
の
過
去
の
時
代
も
適
用
し
た
。
 

即
ち
古
代
の
發
展
及
び
起
源)

農
民
戰
爭
k

其
の
端
を 

齋
し
☆

中

世

最

初

に

於

け

：る
：

®

動
。
佛
蘭
酉
暮
命
は
自 

由
"

平
等
、
博
赞
等
の
理
想
の
勝
利
の
み
で
な
く
，
其
：
 

の
粮
本
^

於
い
T
當
時
の
生
產
.方

法

の

：發

展

に

依

つ

て

' 

必
要
：ビ
な
つ
た
®

革

あ

る

。，
即
ち
き
建g

跌
序
の
ザ 

互
の
‘
人

格

的

結

合

ど

相

容

れ

か

ジ

た

や

う

に

地

方

的
 

州

棘

的

特

權

ビ

相

容

れ

^

^

‘か

ゥ

た

か

&

で

ぁ

る

。

將
來
の
紙
會
狀
態
；
^
試
み
た
個
別
的
使
用
、
即
ち
現
在 

の
獨
逸
社
會
主
链
ユ
b
重
.要
で
は
な
い
。，4̂

れ
自
奔
す 

で
に
斜
暴
的
會
主
義
ご
稱
し
、
そ
れ
を
以
ゥ
て
、
唯 

物
史
觀
の
.社
會
哲
學
に
依
存
す
る
自
然
科
學
；

g?

方
法
.に 

依
ウ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
と
思
り
て
習
.る
。
，

「

從
ウ
て
次
ぎ
の
如
さ
思
想
の
順
序
か
ら
出
發
す
る) 

「
(

1)

新
時
代
の
社
會
經
濟
は
大
部
分
す
で
に
.社
き
化 

さ
れ
、
又
常
に
益
々
社
會
化
さ
れ
る
。
即
ち
生
産
は
跌 

序
ぁ
る
組
織
的
の
經
濟
單
位(

工
場
、
大
農
業
、
大
商
紫 

.等)

.
に

於

い

て

生

じ

.‘"

人

々

は
：其
の
中
で
共
同
的
勞
働 

に
結
☆
さ
れ
る
。
此
の
雜
濟
單
位
は
絕
え
ず
そ
れ
自
：身 

'膨
腊
し
‘：
同
時
に
數
.に

於

，い

て

.减

少

す
る
。
そ
れ
に
.も 

拘
-ら

生

産

の

道

具

が

勞

働

者

に

屬

し

て
居
る
こ
と
に 

基
い
て
居
る
、
從
ウ
て
彼
等
に
生
産
物
を
足
め
る
ざ
と 

る
の
古
い
法
律
跌
序
が
尙
は
存
し
て
居
る
。
そ
こ
で
t
 

述
の
雜
濟
的
根
本
ご
そ
れ
：4 

W
し
て
不
確
足
な
法
律
ど

a

の
間
に
，脑

會

的

争

廣

が

生

す

る

.
。
‘
此
の
'爭
.鬪

は

，工

業

及. 

，び

商

業

の

危

機

に

於

い

て

明

確

に

現

れ

る

。

此

の

聚

唯
 

，物
史

觀

の

1

般
的
法

則
k

傅

承

す

る

法

傳

跌

序

は

は
 

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
生

産

手

段

の

私

有

は

異

れ

る

社 

會

經
濟

に

：は

最

早

や

許

さ

れ

な

い

。
そ

れ

は

經

濟

的

ド 

廢
せ
6

れ

る

。

r

今
日
の
生
章
方
法
は
無
制
限
に
發
®
す
る
倾
向
を
有 

す
る
：
。

S然
法

的

急

進

力

ご
し
て
增

加

力

が

も
の
ホ
に 

ぺ
存

し
て
居
る
：。之

に
反
し
て
生
®

の
：1

般

的

無
制
限
の 

滑

加
力

個
々
の

企
業
家
の
私
有
財
産
ミ
全
然

1

又
す
る
な 

ら

ば

、

そ

れ

ゎ

妨

歡

し
、
，評
-

難

い

槽
加
，̂
.生
す
る
：社 

會

經

满

的

生
産
の
傾
向
ギ
、

生
産
の
制
限
を
欲
せ
ね
ぱ 

な
ら
な
い
現
存
の
私
有
財
産的

秩
序
の
倾
向
ビ
ー
致
ず 

る
こ
と
は
不
可
能
に
な
ジ
た
の
で
あ
る

0
.

.「

鞭
濟
的
現
翁
は
喃
物
史
觀
じ
從
へ
ば
自
然
で
あ
る 

力
.
、

，法

律

的

規

則

は

そ

れ

k

伴

ふ

人

頻

の

補

助

手

段

で
 

あ

石
0
:そ

れ
.a 
$

^
 
s

f

び

後

じa

ぽ

代

に

於

い

て

見

る

如

く

一

の

技

術

的

R

不

適

當

の

手

段 

ご

し

て

離

さ

る

ベ

.

^
で
あ
.
る

。

「
(

2)

現

代
經

濟

現
象
の
：
合

法

的

本

質

は

熟

考

さ

れ

な 

る
目
的
に
對
し
て
多
數
の
跌
序
的
共
同
作
用
で
る 

が

、

を

れ

は

世

界

市

場

に

，
於

け

ろ

無

政

府

の

下

の

#

鬪 

に
：依

ウ

て

生

や

る

。
，
個
：
々

の

金

業

内

；̂

於

い

て

は

生

産 

の
組
織
的
創
造
及
び
指
導
が
中
心
的
方
法
の
中
に
起
る 

が

，

全

體

の
社

會

經

濟

ほ
無
目
的
の
方
法
に
於
い
て
行 

は
れ
て
，居
る
。
.各
個
々
の
企
業
は
何
が
又
如
何
に
多
く
• 

が
正
し
い
や

ぅ
に
.見
え
る
か
.タ
市
場
：
^

服
を
向
け
て
器

る

然

十

蓋

8

1

八
ね)

軸
，

錢

i

史
I

に
就
：ぃV

「

更
に
内
的
の
反
對
が
生
じ
た
Q

卯
ち
勞
働
資
料W

勞 

働

力

"じ

の

浪

費

に

於

い

：.て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
經
濟 

的
生
産
の
全
體
は
其
の
無
政
府
的
狀
態
に
依
つ
て
其
の 

活

動

を

妨

げ

ら

れ

て

居

、る

が

、

其

の

間

R

確
實
k

擴
大 

す
る
刺
激
を
自
然
法
：的
實
行
す
る
だ
ら
ぅ
り
全
體
ビ 

し
.

H

の
社
會
的
生
.遮
方
法
.，0
無
政
府
：の
有
様
：は
0
入
の

鎮

十

聰

！ 

ニ
五
：
.



第
十
五
能(

ニ
1
1八
六)

0

經
濟
史研

究
： .！

就
い
.ズ

m't X

經
濟
的
關
係
の
戲
展
の
自
然
必
然
的
崎
果
じ
し
て
ホ
此 

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
いe

l
K

'

ふ
こ
ビ
は
ザ
ル
ク
ス
主
義.  

者
の
眉
；̂
は
避
け
難
い
推
定
で
：あ
る
。

'

「

生
産
の
無
政
府
を
除
お
す
るV

云
ふ
の
は
積
極
的
形 

武
で
云
へ
ぱ
、
社
會
主
義
的
®

會

秩

序

.の

設

立

ビ

生

廣 

手

段

め

集

合

ご

云

ふ

の

ざ

同

じ

で

あ

る

.。

「

五
、
近
世
社
會
主
義
の
批
評
？
唯
物
史
觀
の
具
體
的
. 

應
用
ご
し
て
說
明
す
る
マ
ル
ク
ス
派
脑
會
主
義
は
空
想
，
 

的
®

會
主
義
ビ
反
對
に
立
つ
。
‘後
者
が
最
も
可
能
な
る 

理
想
的
國
家
形
態
を
摸
範
及
び
努
力
ず
る
價
做
あ
る
目 

-的
ビ
し
て
評
*

す

る

の

に
‘是
は
生
産
手
段
の
集
合
を
' 

如
何
な
る
場
合isi

も
確
®

け
來
ね
る
♦へ
.

TT.

自
然
的
；̂
き

- 

と
し
て
主
張
す
る
。
 

，一：：：

ナ 

「

故
k
 

t
ル
ク
ス
が
資
本
主
義
的
生
産
方
法
於
け
る
，
 

興

，の

餘

乘

價

値

の

學

說

に

依

ら

T

其
め
耻
會
主
義
を
..支
.

持
ホ
る
も
の
、
恐
ら
く
社
會
主
義
國
家
の
建
設
に
依
つ 

て
企
‘
業
所
得Q

,

俳
#

?

條
剩
债
値

な

ろ

爲

め

不

道

德

な

鎮
十
貌

!  

ニ
六

現
象
の
除
去
に
依W

信
じ
て
居
る
な
ら
ぱ
、誤
で
あ 

る
。

マ
ル
ク
ス
は
是
等
の
思
想
ご
は
®

だ
S

い
も
の
で 

あ
る
。
す
べ
て
の
記
ず
慎
値
あ
.を
彼
の
學
徒
は
此
の
，こ 

ビ

に

就

い

，て

決

し

て

動

擦

し

な

か

つ

た

0 

\
「

そ
れ
ご
共
に
唯
物
史
觀
及
び
上
述
せ
る
其
の
應
用
は 

一
宿
命
#

、と
し
て
考
へ
，ら
れ
て
な
い
0
藉
人
は
經
濟
現
数 

の
自
然
法
的
發
展
を
吾
人
が
，
れ
を
科
學
的
に
會
得
す 

る
や
否
や
、
恰
も
®
者
や
技
術
家
が
そ
れ
を
適
當
に
し 

た
や
ぅ
に
-

人
類
の
欲
望
に
利
用
し
得
る
ご
考
へ
る
。
 

然
し
乍
ら
如
何
な
る
千
涉
が
後
に
必
要
で
あ
る
か
ご
云 

‘ふ

こ

て

彼

9.

學
徒
，は
記
述
を
避
け
て
居
る
Q 

「

未
.来
國J

構
造
の
問
題
は
恐
ら
ぐ
彼
等
の
爲
め
に
蒋
立
. 

一
し
な
い
の
だ
ら
ぅ
。，
彼
等
は
其
の
云
ふ
如
く
全
體
k

於 

い

で
社

會

化

に

進

み

つ

、
あ

る

經

濟

现

象

の

自

然
的
蒋 

.
在
さ
合
法
，的
發
展
ざ
を
の
み
主
張
す
る
。
今
や
雜
濟
現 

象
：？！

不
完
全
な
る
杜
會t

z
i
r
k
e
l
)

に
链
入
ウ
て

ゆ
<
o 

其

の

映

陷

l
i  I

!

つ

の

上

述

の

反

動

に

依

.

.
つ

て

與

へ

ら

れ' て

5 
0
 

 ̂

b
- £u 
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*tf
 

; 
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■ 

■ 

0
.

2

ソ
即
も
杜
會
的
生
廣
資
本
主
義
的

掠
奪
.：ご
の
，反
'對
、 

同

じ

く

個

々

の

經

濟

單

位

に

，於

け

る
生
廣
組
織
ビ
全 

會
に
於
け
る
生
産
の
無
政
府
ピ
の
反
對
で
あ
る
。.P

此
の 

旧
轉
は
漸
次
に
®

縮
す
る
蓮
動
は」

の
螺
線
を
現
す
。
 

其
の
終
極
；̂
恰
も
遊
整
が
中
☆

ゆ
集
合
f
c依
つ
て
す
る
，
 

，如
く
到
達
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
&

か
；o』

2

;

;ン
グ
ル
ス)

,
,

「

吾

人

が

經

濟

的

現

象

の

自

然

法

的

存

在

及

び

進

步

に
 

歸
す
る
此
の
思
想
を
明
膨
に
す
る
な
ら
ば
、
大
麥
數
の 

反
論
は
近
世
社
愈
主
義
最
単
全
く
相
，觸
れ
て
な
いこ
. 

.ビ
が
明
で
あ
る
。
何
故
な
ら
を
'れ
等
は
空
想
的
の
も
の 

に
反
對
め
地
位
の
も
の
で'を

れ

か

ら

。

.吾

人

は

生

産
 

ざ
分
配
を
合
目
的
方
法
で
國
家
的
中
心
點
か
ら
導
き
出 

す
か
如
何
か
に
就
い
て
、
空
想
的
配
會
生
義k
反
し
て
、 

離
す
こ
ご
は
出
班
な
い
。
.
佩
故
な
ら
ぱ
唯
物
史
觀
は
吾 

人
が
經
濟
的
現
象
名
付
け
る
自
然
的
形
成
物
の
困
雜 

化
る
進
行
を
菩
人
に
聽
擇
さ
せt
,
,新
し
，い
脑
會
卷
ゃ 

に

自

身

を

導

：ぐ

ビ

答

へ

る

，。
，
，（

若

し

も

吾

人

が

#

人

の
行
動
：の
自
由
が
偶
然
に
絕
減
じ
た
こ
を
訳
へ
る
な 

'

ら
、

れ
は
唯
物
史
觀
に
ざ
つ
て
無
關
係
で
あ
る
◊
何 

故
な
ら
t
t愈
的
嘴
物
主
義
の
見
地
に
從
へ
ぱ
社
會
主
義 

、
的
の
社
會
は
必
然
的
の
も
の
で
あ
つ
て
恰
も
冬
の
來
た 

一
時
に
冬
の
爲
め
に
吾
人
は
そ
れ
に
依
ウ
て
野
原
にま

；；
は 

.
す
る
こ
ご
の
制
限
がr

目

的』

；
^
合

は

ぬ

も

の

で

あ

る

こ
 

ビ
を
微
見
す
る
だ
ら
5

。
！

而
し
て
蓉
し
も
吾
八
が 

社
會
生
義
の
要
求
を
人
間
的
性
質
ビ
矛
盾
す
ち
.
e
し
て 

表
示
す
る
な
ら
ば
、

マ
ダ
ク
ネ
主
義
者
ほ
ウ
て
©
明 

力
を
有
さ
な
い
。
何
故
な
ら
菩
-

が̂

，其

：

の
.：

自

然

ビ

じ

て 

表

示

す

る

人

間

的

特

質

は

唯

物

史

棘

の

學

徒

に

は

：終

濟

. 

的
細
係
の
自
然
的
實
體
の
反
映
に
週
ぎ
な
い
か
ら
で
あ

る
で
.
 

.

.
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「

從

ウ

て4-

ベ

て

は

次

ぎ0
1
:週

に

歸

著

す

る
Q 

現

象

は

上

述

の

合

法

：则

に

於

：ぃ
：て

^

き
！

レ
.お 

在
ど
作
用
と
が
增
加
，ず
る
，自
然
他
形
成
物
で
.あ

，̂

ル

を

.
/
、

■

第
十
五
翁
O
H
八
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難

0 

.
輕
濟
史S

究
に
就
い
て

第
十
號

! 

ニ
七
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缴
十
五
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絡
濟
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研
究
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跳
い
.て

第
十
號
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「

要
す
る
に
@
人
は
近
世
祿
會
主
義
の
批
判
的
判
斷
の 

-

他
の
方
法
お
度
々
か
間
.
^
,た
。
觀
濟
現
#

の
自
然
法
‘的 

發
風
個
々
じ
於
い
.て
マ
ル
ク
ス
主
義
器
が
說
明
す
る
バ 

の
ビ
は
邀
つ4：：!

も
の
で
あ
る

こ

を

示
さ
ぅ

ご
努
め 

た
。
又
吾
人
は
吾
人
の
經
濟
及
び
生
産
方
法
の
.
本
質
ご 

傾
向
ざ
が
社
食
化
し
て
居
る
も
の
で
あ
ら
、
此
の
理
由 

か
ら
生
邀
手
段
の
集
合
は
‘自
然
必
然
的
で
な
い
こ

し
を 

否
®
 
I

だ

0 
I

基
を
な
す
者
は
跪
會
的
サ
，ル
，ク
ス
生 

義
め
根
本
思
想
を
だ
し
い
も
のW

し
て
収
ウ
て
居
る
。
 

「

吾
人
が
其
の
根
本
舉
軟
，お
べ一

;

の
反
對
を
發
見
し
得 

る
。
' 
ャ
ダ
ク
ス
.主
義
の
方
面
の
政
治
的
活
動
に
貴
し
て 

な
さ
れ
る
反
對
論
に
就
い
て
も
同
樣
で
あ
る
.。
そ
れ
は 

經
濟
現
象
ゆ
運
動
を
進
涉
す
る
ょ
.

C；

以
上
に
正
確
に
何 

も
.あ
る
4

は

出
來
な
い
。
其
代
b

に
若
し
生
産
手
段
の 

集
合
に
對
す
る
經
濟
'的
豫
件
を
自
然
的
發
展
に
於
い
て 

尙
ほ
十
分
に
成
提
し
な
か
つ
た
な
ら
ぱ
>
 
政
治
的
權
カ

i s

養
-參̂
な
き
：；.：

Irarl

さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0 -—

然

し

乍

.ら

あ

る

確

信

せ

る 

マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
政
治
的
活
動
は
.彼
の
意
ゆ
に
於
い 

て
實
際
に
何
つ
て
唯
準
備
的
の
且
つ
敎
育
的
の
も
の
で 

，あ
る
.に
過
ぎ
な
い
。
..故
此
の
間
題
は
其
の
黨
派
が
政 

沿
的
權
力
を
所
有
し
た
時
に
ょ
ね
ょ
ぐ
®
行
し
得
る
だ 

ら
ぅ
。

又
そ
こ
で
最
後
に
述
ぺ
ね
反
對
も
近
世
社
舍
主 

義
の
原
則
を
動
か
す
に
は
適
當
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

‘ 

そ
.
こ
で
吾
八
は
以
前
に
述
べ
た
問
k

戾

る

.
。

即

ち 

ぁ

る

公

共M

®
の

法

律

上

の

規

則

ほ

唯

A

嫩

か

か

ル
 

自
然
的
根
據
の
上
の
人
工
的
上
層
構
造
に
ぎ
い
い
か 

か
。l

i
b

 

i
i
f
:
♦
ね
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 ̂
い

然
必
然
的
の
經
濟
過
程
に
，‘歸
|
^
い
いh

 

o

一

次
ぎ
ほ
シ
ユ
タ
ム
ラ
；
は

「

マ
が
ク
ス
主
義
の
內
部 

R
於
け
る
新
蓮
動」

な
る.一

節
を
設
け
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ 

ィ
ン
に
就
い
て
述
べ
て
居
る
が
、
こ
、
に
は
不
必
恶
で 

あ
る
じ
思
ふ
か
ら
填
略
し
て
、
：直
ち
に
シ
ユ
タ
ム
ラ
I

 

の
.雁
物
？̂
舰
批
.到
を
.紹
.介
し
や
，う
€
.
思
ふ

の
狼
得
に
な
‘さ
れ
f
t
努
力
.が

成

功

し

：
た

場

合

に

獨

し

I 

I 

を
補
ふ
に
其
の
主
著
1經
濟
ヒ
法
律
.

」
g

ざ
に
盤
ぶ
.̂0
と 

V
*  

.

こ
ろ
を
以
っ
て
し
、
シ
ュ
タ
A
ラ
t

の

學

ま

.批

ず

S
t

i
-

S
i
i

緊

念

關

税

法

制
而

し

て

是

ダぉ:?!，

る
- J

ご
に
依
ウ
て
經
濟
史
ご
唯
物
史
觀
、
更
に
人
類
の 

藤

史

中

に

於

け

る

經

濟

史

，の

重

要

を

明

か

に

し
た

ン
i

思
.ふ

。
，
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5
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t
e
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b
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c
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中
に
都
織
せ
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-

小
論
文
で
は
あ
る
が
，
此
の
種
の
論
文
ゆ
最
も
要
を
得
た
る
も
り 

で
あ
る
と
思
ふ
。

(
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第
二
服
p

九
0
六
年)

に
f

。
前
跳

0
輕
濟
i

’ぶ
きW

の
蘭
係
に
蘭
す
る
鎌
間
は
此
の
書
及
ぴ
此
判
こ 

於
い
て
：̂
:

^
を
與
へ
て
屈
る
？
、 

；

(

朱
完j

定

に

就

K
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ニ
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完
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水

0

智

彦

第
八
爲
替
晚
算
率
制
限
ぱ
關
す
る
法
案

四
月
十
昔
下
p

i

‘音

-
^
.處̂

f

替
に
於
て 

全
部
削
除

鎭
$

卷

n

 n
K

^
V

，雜

0
,

大
戦
以
後
歐
洲
諧
國
宛
爲
替
W

場
暴
落
し
て
統
鄙
ょ 

み
の
輔
人
品
に
驚
す
る
来
國
め
蓝
業
戰
が
著
し
ぐ
不
利 

に
傾
き
た
.る
I

.
前
®

に
略
逃
せ
る
所
な
る
ぁ
r
,該 

法
案
の
論
據
.ご
す
る
所
は
主W

し
，て
此
點
に
存
す
る
を 

以
て
斯
に
再
述
せ
ん
に
，

1
、

爲
，替
相
播
ビ
歐
洲
の
物
價 

簡
戰
以
來
.紙
傲
の
缚
發
ゾ
恐
憐
の
来
襲
、
輸
出
賈 

の
不
振
等
あ
ら
ゆ
る
原
®

累
積
し
\

下
落
ニ 

F
落
-

5.J 

,

る
斷
洲
宛
.爲

替

相

場

は

千

九

百

ニ

：す

年

略

ぱ

其

最

低
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